
、



一
一
月
二
十
八
日
に
ダ
ム
の
締
め
切

り
ゲ
ト
が
除
さ
れ
、
サ
チ
ャ

ジ
水
位
が
五
月
中
頃
と
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
段
階
的
に
水
位

が
下
げ
ら
れ
、
七
月
上
旬
切
で
試
験

湛
水
が
終
わ
る
計
画
で
す
。
こ
の
試

験
湛
水
で
拠
出
や
問
題
上
回
が
な
け
れ

ば
、
引
き
続
き
美
利
河
ダ
ム

的
利
水

計
画
に
基
づ
く
信
理
段
階
に
移
行
さ

れ
ま
す
。

こ
の
試
験
湛
水
が
順
調
に
推
移
し

ま
す
と
、
五
月
内
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
頃
に
は
、
美
利
河
町
白
然
景
観

と
人
造
湖
が
お
り
な
す
雄
大
な
景
観

が
楽
し
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

ダ
ム
の
安
全
管
理

は
ど
二
で

奨
利
河
ダ
ム
は
、
国
道
二
三

O
号
線
実
利
河
市
街
地
手
前
に
概
ね
完
成
し
、

そ
の
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
度
に
予
備
調
査
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
は
実
施
計
画
調
査

が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
ダ
ム

の
建
設
工
事
が
着
手
さ
れ
、
本
年
度

で
ダ
ム
周
辺
の
整
備
を
残
し
、
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
二
月
二
十
八
日
に

は
ダ
ム
締
め
切
り
ゲ

l
ト
が
降
ろ
さ
れ
、
待
望
の
試
験
獄
村
が
始
ま
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
実
利
河
ダ
ム
の
概
要
と
試
験
湛
木
等
の
あ
勺
ま
し
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

• ' 

美
利
河
ダ
ム
に
は
ダ
ム
告
理
所
が

設
け
ら
れ
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
巡

り
二
階
建
一

部
地
下
造
り
、
床
延
面

積

I
、
4
5
8
平
方
H
川
)
後
志
利
別

川
流
域
を
洪
水
的
被
告
か
ら
守
る
た

め
、
雨
量
観
測
等
に
よ

っ
て
流
水
量

の
変
化
に
迅
辿
に
対
応
し
ま
す
。

ダ
ム
が

一
望
で
き
る
ダ
ム
位
理
所

二
階
に
設
け
ら
れ
た
最
新
鋭
の
集
中

制
御
シ

ス
テ
ム
で
、
安
全
か
つ
雌
笑

に
洪
水
調
節
が
行
わ
れ
ま
す
。

ダ
ム
周
辺
が

公
固
化
さ
れ
ま
す

後
志
利
別
川
は
消
流
円
本

一
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
貯
水
池
内
に
賞
、

ピ

ン
ク
、
紫
等
の
水
草
(
花
)
な
ど
を

植
栽
し
て
、
酸
紫
を
補
給
す
る
主
ど

長
期
的
に
き
れ
い
な
水
を
確
保
し
た

り
、
円
以
観
を
向
め
る
た
め
の
工
夫
が

い
た
る
と
こ
ろ
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
ダ

ム
周
辺
を
水
遊
び
な
ど

も
で
き
る
公
園
化
計
画
を
進
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
ロ

y
ク
ワ
イ
ル

部
背
而

(下
流
部
)
に
は
、
芝
桜
を

植
栽
し
た
り
、

y
y
ジ
類
の

一
部
も

す
で
に
植
裁
を
終
え
て
い
ま
す
@

レ
行

ダ
ム
コ
ン
ク
リ
ー
ト
都
高
欄
堤
頂

-
-
f
 

-「伽

長
の
両
側
に
は
、
ダ
ム
工
事
か
ら
出

タ
翻

土
し
た
海
牛
と
今
金
町
花
町
チ
ユ
|

ニ
水

モ
洪

り
y
プ
を
鋳
物
で
型
ど

っ
た
も
の
を

英利河ダム完成予想図

春 には、美利河の自然景観と人造湖がおり立す雄大な景観が楽 Lめます。

白
御
影
石
の
台
に
配
し
た
り
、
放
水

路
の
ぼ
而
に
は
タ
テ

m
u×
ヨ
コ

鈎

μ
の
海
牛
肉
親
子
が
遊
泳
し
て
い
る

姿
を
、
槌
石
を
利
用
し
て
両
側
に
配

す
る
な
ど
‘
円
以
観
英
を
至
る
と
こ
ろ

に
配
慮
し
な
が
ら
、
ダ
ム
周
辺
の
現

境
務
仰
が
引
川
閥
的
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

美
利
河
ダ
ム
周
辺

に
は
日
本
一
が
三
つ
グ

ダ
ム
周
辺
に
は
日
本
一
が
三
つ
あ

り
ま
す
。
住
民
総
泣
内
力
で
消
流
円

本

一
を
大
切
に
し
、
四
つ
め
の
日
本

一
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

①
山
川
流
日
本

一

後
志
利
別
川
は
昭

和
六
十
二
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で

全
国

一
級
河
川
、
湖
沼
町
水
質
訓

査
で
三
年
連
統
治
流
日
本

一。

②

F
ム
堤
頂
長
の
長
さ
日
本
一
美

利
河
ダ
ム
ぬ
頂
長
の
長
さ

一、

凶

八
O

H

M

は
日
本
一
。

③
片
側
抑
し
日
本

一
長
い
ト
ン
ネ
ル

英
利
河
ダ
ム
取
水
口
か
ら
花
石

め
の
う
柄
下
流
ま
で
の
北
屯
ピ
リ

カ
発
屯
所
放
水
ト
ン
ネ
ル
三
、
三

五
四

μ
は
、
片
側
押
し
↑
ン
ネ
ル

で
日
本

一。

美
利
河
ダ
ム
の
概
要

美
利
河
ダ
ム
は
、
後
志
利
別
川
総

合
開
発
計
画
の
一
刻
と
し
て
建
設
さ

れ
て
い
る
雄
政
省
直
轄
の
多
目
的
ダ

ム
で
す
。

型
式
は
、
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

及
び
ロ
ソ
ク
フ
ィ
ル
(
岩
石
や
土
で

昨日土
)
の
桜
合
ダ
ム
で
境
問
四
十
H
M

(十
五
階
ビ
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
)

堤
頂
長
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
七
百

五
十
五
灯
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
部
七
百

二
十
五
灯
計

一
千
四
百
八
十

μ
も
あ

る
日
本
一
長
い
ダ
ム
で
す
。
集
水
面

積
は
百
十
五
平
方
J

V

M

(

野
球
場
二

千
四
百
六
十
個
分
内
広
き
)
総
財
木

容
nM

(
貯
水
n
M
)

一
千
八
百
立
方

μ

(
京
京
ド
ム
の
十
五
杯
分
)
肉
親

棋
を
備
え
た
ダ
ム
で
す
。

ダ
ム
本
体
と
は
別
に
、
本
格
的
な

余
暇
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
北
海
道

開
発
局
で
は
、
今
金
町
と
述
携
を
と

り
合
い
な
が
ら

7
7プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

と
連
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
タ
リ
ェ

l
y
ョ
ン
の
基
地
と
し
て
の
周
辺
務

備
が
計
画
的
に
推
進
さ
れ
ま
す
。

ダ
ム
は
な
ぜ
つ
く
ら
れ
た
か

かと四
らす E立美
守るヵ、相1
1) ~じら}可
、昔1¥なダ

手よ事会りム
式こ 111 、 グ〉

ち 地 今主tt
の 蛾 金設
暮を町目
し器全 を自そ]
を 水はは
;1咳な じ 次
し “ ど め の

• . e 
¥ 

て
〈
れ
ま
す
.

①
洪
水
胸
節
大
雨
や
急
激
な
缶
ど

け
な
ど
に
よ
る
増
水
に
対
し
、
英

利
河
ダ
ム
で
は
毎
秒

一
千
立
方

μ

の
白
木
流
訟
を
毎
秒
三
百
五
十
立

方
幻
に
測
節
し
て
送
り
出
し
、
下

流
流
域
的
洪
水
を
防
止
す
る
。

②
か
ん
が
い
用
水

沿
岸
内
燥
地
に

深
水
か
ん
が
い
、
畑
地
か
ん
が
い

を
行
う
た
め
の
農
業
用
水
を
雌
保

L
、
農
業
の
近
代
化
に
役
立
て
る
.

③
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

沿

岸
の
既
得
用
水
町
補
給
な
ど
、
流

水
の
正
常
な
機
能
的
維
持
と
明
迫

を
図
る
.

④
発

電

新

設
さ
れ
る
発
電
所
で

は
、
ダ
ム
の
落
差
を
利
用
し
て
最

大
出
力
四
千
J
月
の
発
電
が
行
わ

れ
ま
す
。

〕2
 

〔

二
月
二
十
八
日
か
ら
ダ
ム
の

試
験
湛
水
が
は
じ
ま
り
ま
す

建
鮫
さ
れ
た
ダ
ム
が
、
最
低
水
位

か
ら
サ

l
チ
ャ
ー
ジ
水
位
(
貯
水
の

一
帯
同
い
水
位
)
ま
で
段
階
的
に
貯

水
さ
れ
た
状
態
と
、
逆
に
段
階
的
に

水
位
を
下
げ
た
状
態
で
、
正
常
に
そ

の
機
能
が
働
く
か
、
問
題
占
は
な
い

か
、
ダ
ム
の
管
理
基
準
に
基
づ
き

(一

目
印
勺
以
内
で
水
位
を
増
し
て

い
く
)
堤
体
的
拳
動
観
測

(試
験
湛

水
)
が
行
わ
れ
ま
す
。
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後
志
利
別
川

内
歴
舟
川
(
大
樹
町
)

ど
っ
ち
が
ほ
ん
と
う
の
清
流
日
本

一

日
本
で
一
番
き
れ
い
な
水
流
を
もれ

き

っ
た
川
は
、

十
勝
管
内
大
樹
町
の
廃

耐
川
(
三
年
連
続
)
だ
と
環
境
庁
内

水
質
測
定
結
果
が
昨
年
十
二
月
十
八

日
付
で
新
聞
各
紙
に
発
表
さ
れ
、
そ

の
後
も
本
年
一
月
六
日
付
道
新
卓
上

四
季
に
も
そ
の
こ
と
が
と
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

わ
が
町
を
流
れ
る
後
志
利
別
川
が

日
本

一
の
消
流
だ
と
自
認
し
て
い
る

消
流
保
鰻
町
会
内
会
只
を
は
じ
め
、

多
く
の
町
民
の
方
は
戸
惑
い
と
疑
念

を
持
た
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
っ
そ
く
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

今
金
河
川
事
業
所
に
問
い
合
わ
せ
し

た
と
こ
ろ
「
河
川
町
水
質
測
定
は
全

国
の
一
級
河
川
に
つ
い
て
は
建
設
省

が
所
管
、
そ
れ
以
外
的
公
共
用
水
域

に
つ
い
て
は
環
境
庁
が
水
質
測
定
を

し
て
、
各
々
の
所
包
で
の
ラ
ン

7
を

決
的
、
公
表
さ
れ
ま
す
」
と
云
う
こ

と
で
し
た
.

刑
制
境
基
単
他
満
足
度
の
向
い
き
れ

い
な
水
域
の
っ
ち

B
O
D
(生
物
化

学
的
般
紫
要
求
位
)
で
比
べ
て
み
る

と
、
後
志
利
別
川
は
上
流
か
ら
河
口

ま
で
三
ヵ
所
で
測
定
さ
れ
、

そ
の
平
均
値
が

B
O
D
一

リ

y
l
ル
当
り
、
昭
和
六

十
二
年
、
同
六
十
三
年

0
・
=
一さ
じ
て
平
成
元
年

で
は

0
・
二
ド
ザ
と
云
う

測
定
結
来
が
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
平
成
元
年
の
膝

州
川
町

B
O
D
は
、
上
流

部
内
測
定
結
果
と
し
て

O

五
J
す
と
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

(
数
値
が
低

い
ほ
ど
消
流
)

結
果
的
に
は
国
内
所
管

(
純
張
り
)
の
違
い
か
ら
二

パ
レ
ー
ド
と

今金消防団出初め式

木
鎗
ヤ
吻
コ

1

握
り
を
銀
露

今
金
消
防
団
内
出
初
め
式
が
一
月

六
目
、
団
員
七
十
八
名
と
消
防
車
五

台
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
め
式
は
、
雪
降
る
町
内
を
パ

白
熱

会大たる占日付
4
宜供子

地
域
子
供
会
主
催
の
百
人
一
首
下

の
句
大
会
が
、

一
月
二
十
日
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
総
合
体
育
館
武
道
場

に
町
内
四
十
八
チ

l
ム
百
四
十
凶
名

が
参
加
し
て
賑
や
か
に
悩
さ
れ
ま
し

た
。大

会
は
、 剖仰

の
尊
い

合

い

正
月
休
み
の
問
の
猛
練

イカ ダ下り で川に親 Lむ種小父母と先生の会

• • 
醤
踊
霞
巴

ク
リ
ス
マ
ス

今金ライオンズクラブ

ブ
レ
ゼ
シ
ト
を

自量

る

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

第 5回世代交流

ふれあい事業

と
演
芸
発
衰

を
楽
し
む

つ
の
消
流
円
本

一
が
公
表
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
統

一
さ
れ
る
ニ
と
は
な

か
な
か
雌
し
い
よ
う
で
す
。

後
志
利
別
川
は
、
自
信
を
も

っ
て

全
国
に
誇
れ
る
治
流
日
本

一
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
英
し
い
川
は
み
ん
な

の
財
産
で
す
。
つ
き
の
世
代
へ

つ
づ

け
る
た
め
に
も
み
ん
な
で
大
切
に
守

り
ま
し
ょ
う
。

レ
!
卜
し
た
後
、
町
長
、
消
防
団
長
等
の
視
聞
を
受
け
、

今
年
一
年
内
火
災
予
防
へ
の
普
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た。
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
途
中
、
十
ヵ
所
で
回
只
に
よ
る
昂

羽
な
木
山
川
ヤ

y

コ
l
振
り
等
が
披
露
さ
れ
、
沿
道
内
見
物

人
か
ら
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

引
続
き
町
民
セ

ン
タ
ー
で
長
年
内
功
労
を
た
た
え
て
、

北
海
道
知
市
叫
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど
の
伝
達
が
あ
り
ま

し
た
。

明
白
で
腕
を
陪
き
合

っ
て
き
た
各
チ
ー

ム
が
一二
人

一
組
み
と
な
り
、
ト
ナ

メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

父
母
や
地
域
内

仲
間
的
大
声
援
の

中
で
、
練
習
の
成

果
が
競
わ
れ
、
木

札
の
ぶ
つ
か
る
激

た

し
い
試
合
展
開
を

札

し
て
い
ま
し
た
。

開

成
績
は
次
の
通

告

7
.

就い
①
大
和
町

C
M
②

濫

凹

代

-
八
鈴
川
品

川

受
A
H
t
③
大
和
町

内

B
け

の札木

見事な木鎗ヤッコー擦りを見せる保存舎の

みZよさん

クアプラザピリカ 12月25日にオープン

窪田プミ勢の人で賑わ5.ヶ
to welcome 

A
Y
金
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

十
二
月
二
十

一
日
、
今
金
常
設
保
育

所
な
ど
五
施
設
を
訪
れ
、
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

ち
ょ
う
ど
同
所
に
お
い
て
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
が
賑
や
か
に
催
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
へ
、
サ
ン
タ
さ
ん
に
扮

し
た
同
会
貝
が
現
わ
れ
.
九
十
人
の

凶
児

一
人

υと
り
に
、
お
菓
子
な
ど

を
詰
め
た
大
き
な
袋
を
手
波
し
て
い

ま
し
た
。

〕4
 

〔

園
児
た
ち
は
、
ツ
リ
ー
を
パ

ソ
ク

に
サ
ン
タ
さ
ん
と
記
念
写
真
を
撮

っ

た
り
、
早
速
あ
け
る
子
な
ど
も
い
て
、

会
場
は
喜
び
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
.

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
教
育
委
只
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
主
川
山
内
第
五
四
位
代
交
流
ふ
れ
あ
午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
ゲ

l

い
新
年
ゲ

l
ト

ポ

ル

会

が

一
月

十

ポ

l
ル
会
で
は
‘
小
中
学
生
か
ら

目
、
総
合
体
育
館
と
老
人
柄
祉
セ
ン
お
年
寄
り
ま
で
二
十

一
一日1
百
二
十
五

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
保
育
園
名
が
参
加
。
年
が
改
ま
っ
て
初
め
て

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
大
勢
町
人
の
ゲ
ム
と
な
り
、
体
育
館
に
設
け

ら
れ
た
四
コ

l
ト
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
し
た
。

時

昼
に
は
お
汁
粉
等
の
食
事
サ

l

h

ピ
ス
が
あ
り
、
食
事
を
食
べ
な
が
ら

、
す
小
百
合
保
育
園
、
今
金
保
育
所
幼

ゲ

児
の
か
わ
い
ら
し
い
お
遊
戯
な
ど
が

t

附

抑
台
い

っ
ぱ
い
に
披
露
さ
れ
、
た
く

一川

さ
ん
の
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

叫

参
加
者
は
、
ゲ

l
ト
ポ
|
ル
と
訓

芸
発
表
を
楽
し
む
な
ど
、
交
流
と
ふ

れ
あ
い
の
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

(e • k 

喜ニびのテープカ y 卜式

to 
¥h  

welcome 

p¥R¥KA 雄大な景観を楽Lみなが勺のベアリ フ ト



予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
い
〈
う
え
で
欠
く
ニ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
も
の
で
す
。

平
成
元
年
度
決
算
は
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
力
建
設
を
目
玉
に
、
初
年
度

と
し
て
約
十
億
円
が
投
資
さ
れ
、
他
に
種
川
小
屋
肉
体
育
館
、
南
団
地
公
住

建
替
第
=
年
次
、
旧
今
金
駅
跡
地
周
辺
等
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
昨
年
度

に
比
し
て
約
六
億
円
増
の
投
資
的
経
費
が
計
上
さ
れ
る
積
極
的
な
予
算
と

な
り
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
、
第
四
固
定
例
町
線

会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
的
中
で
、
経
常
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、
明
る
い
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
町
道
の
整
備
や
産
業
基
盤
の
充
実
、
福
祉
の
向
上
や

町
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、

一
年
聞
の
決
算
の
内
容
を
ダ
ラ
フ
や
衰
を
用
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

慶
一

一般会計町民一人

当 りの決算額

歳入 780，482円

(内町税 61，177円)

歳出 776，407円 う使われたー的に限られた財源を効果
特別会計決算 の状況

、-

0.4% 
0.1% 。2%

一般会計 ・特別会計で使われたお金

89億08，140千円です。

財産阻入 60.939 1日同
繰入金 24，643
韓越金 8.592
利子割支付金 9，639 
空通安全対革

一 一 寄 官交付言

固因園田
72.998 1.2% 
44.931 0.7% 

1∞318 1.6% 
52.158 0.9% 

地方詰与税
自動車取得税空付金

使用料亙U手数料
分担金亙U負担金

• • 
1.2% 

内

訳

75.689 

千 円

265，574千円

27.278千円

20，703千円

48，661千円

4，084千円

79，164千円

139，720千円

30.929千円

387，860千円

483，833千円

5，000千円

55，677千円

130，000千円

揖会賢

基 金
財政調整基金
国保事業財政調整基金

簡水財政調整基金
土地開発基金

簡水事業基金
美幸IJ;可公共用地等基金

国営土地改良支払基金

奨学賞金貸付基金
国銑瀬棚線代替輸送

確保基金

滅債基金
高林士庫基金
農地t動化対軍資金賀付基金
ふるさと創生基金

1.042 
1.00C 

|町有財産の状況 l

39台
害ー
69.710千円

駐車爵

林

唱~J

車問車

山

型農
物

地

匙生〉

63.938m' 

道支出金
674，004 
10.9% 

建

土

l' • 

~三、 言十 名 歳 入 歳 出 差 号| 額

国保特別会計事業勘定 762，651 747，467 15，184 

簡易水道事業特別会計 99，615 97，045 2，570 

老人保健特 別 会計 755，560 755，555 5 

収益的収入及び支出

4念 ヰ又 益 tt 資 用 差 ヲi 喜買

923，157 1，050，949 ム 127，792

国保特別会計施設勘定
資本的収入及び支出

~y. 入 支 出 差 号| 額

81，973 106，425 ム 24，452

。平成π年度の主な事業は次のとおりです。
く補助事業〉 (千円) 〈単独事業〉 〈千円〉

南団地公営住宅建替事業 167，562 ピリカスキー場リフト外整備事業 359，017 
ピリカセンタ ハウス建設事業 156，782 ピリカスキー場線道路改良事業 130，000 
ピリカスキ 場ゲレンデ外整備事業 156，327 御影・光台線道路改良事業 83，500 
ピリカ野営場等林間休養施設整備事業 143，383 ピ1)カ緑地等利用施設給水設備外整備事業 54，931 
利別通り線街路事業 103，720 ふれあい通り線道路改良事業 49，000 
種川小学校屋内体育館改築事業 99，099 光台地区良免農道主主備事業 43，755 
濁川住吉線道路改良事業 72，000 種111小学校屋内体育館改築町単事業 33，580 
金原中央地区農道整備事業 57，126 都市計画総合公園造成町単事業 28，529 
八束高台線道路改良舗装事業 55，360 八束地区ほ場整備事業 26，382 
普通林道小原線開設事業 48，117 農業施設調査担IJ量設計事業 23，857 
濁 川橋架換事業 45，800 神丘2期地区畑地帯総合土地改良事業 23，845 
第3モウセウン地区小規模排水対韓事業 39，278 文化財保護事業 22，676 
軟白長ネギ育苗施設設置事業 38，018 防 雪 概取付取外し事業 20，137 
上豊田地区小規模排水対策事業 37，144 種川小学校外構整備事業 19，251 
都市計画総合公園造成事業 36，000 国営北桧山左岸かんばい事業 16，718 
豊田地区農道整備 事 業 34，976 町史編さん作成事業 15，466 
八鈴地区小規模排水対策事業 25，386 町 道 改 良 舗 装 事 業 13，440 
日進地区差益道主主備事業 20，307 南栄線道路舗装事業 12，800 
春日井線防 雪 概 設 置 事 業 15，940・季 節労働者就労対策事業 9，000 

(千 円)
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1，440，542 m' 
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今春入学する今金保育所ひまわり
組のみなさんです。

敬称略

学
校
名

中

里
般

川

八

束

うすぐ 1年生
今年は98人

1 待ちに待った入掌の日が近づいてきました。新入学児童のみなさ ;jん…〈らませて ることでしょう …やさし ; 

お兄さんやお姉さん仰なさんの入学を待っています。今年入学さ j
れるみなさんを紹介 Lます。名前のもれている入、転入された人は

教育委員会まで連絡下さい。

今

金

金

朋《

品

目1

仲

丘

も

11 

矢苅太中植飯坂中|崎白山矢刊J南鈴枝四津宮村村木阪組中上古土相原植牧柏熊藤伊嶋
ノ 氏

内正田 町村 回井町本山 崎野 削川木辺宮村 本瀬瀬島 JI本野滞村 111i串口 m旺l間諜合藤

孝知身剛広 けI，是静深い 麻香早奈順位明l'j))智
江 ず 百 名

史二洋制的 i羊織峰緒子也鰐幸美子博学大典紀秘望香 さ:th 梢美幸市望合々也太俊哉也

11 伊 性
刀 別

奈 知十点智孝光大村1ー香0・• 

画
円幽
圏
園
日
出
園

寸
交
通
安
全
駅
伝
」
の
二
と

い
ま
↓
た
何
で
、
私
は
心
配
し
ま
し

た
学
校
に
行
く
と
先
生
が
「
や
る

花
右
小
四
年
佐
藤
恵
さ
ん

よ
」
と
一
言

っ
た
の
で
、
体
温
計
で
熱

‘
、
内
1
1叶
J
W

V

を
は
か
り
ま
し
た
。
み
ん
な
平
熱
で

hu--聞
F
d
骨
血
用
炉、
-

元
気
だ

っ
た
の
で
よ
か

っ
た
で
す
。

h

圃
・
・
田
園
曹
，

F

-

J

，

出
発
式
が
行
な
わ
れ
、
終
わ
る
と

祖
国

F
F
‘

ー

ニ

ド

、

今
度
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
よ
び
か

da・

r・

--P
け
を
や
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
も
の

t---
・1

は
、
交
通
安
全
お
願
い
し
ま
す
の
チ

十
月
二
十
七
日
に
「
交
通
安
全
駅
ラ

y
、
テ
ィ
ア
ン
ュ
、
ジ
ュ
ー
ス
に

伝
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
・

自
分
で
作
っ
た
カ

l
ド
を
ビ
ニ
ー
ル

そ
の
日
の
刺
は
少
し
雨
が
ふ
っ
て
ぷ
く
ろ
に
入
れ
て
、
通
行
す
る
ド
ラ

②

可

、

今
金
町
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
}

山
「
仮
称
ピ
カ
り
塾
」

づ
く
り

に
企
画
、
推
進
の
原
動
力
に
な

っ

町

一

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
い

H

'

日

て
走
り
回
っ
て
い
ま
す
.
今
年
内
抱

町

一

昭

和

町

岡

本

優

J
側
負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
寸
今
年
の
五

一

山

岡
本
さ
ん
は
、
北
海
道
商
工
会
背
月
で
商
工
背
年
部
を
卒
業
し
ま
す
。

山

主
ー都
連
合
会
長
を
は
じ
め
今
金
小
P

今
ま
で
同
怖
か

っ
た
体
験
を
生
か
し
て
、
一

山

T
A
会
長
、
今
金
子
供
会
迎
合
会
々
役
所
や
補
助
に
頼
ら
な
い
で
、
個
々

}

一
長
:
:
:
な
ど
多
数
の
役
職
を
持
つ
傍
ー
に
お
金
を
出
し
合
い
、
老
若
男
女
を

一

一

h
E
問
わ
ず
官
民

一
体
と
な
り
、
町
三

叩

』
・
・
・
圃

こ
し
、
町
づ
く
り
を
考
え
る
「
仮
称

…

固

M

包

B
E
1

‘.... ピリ
カ
塾
」
を
み
な
さ
ん
と
つ
く
る

羽

田

e
d
h
-
E守
川
叶

f
』
個

a・
・
・

こ
と
が
で
き
れ
ば

。
ま
た
、
省

一

ま

'

附

ド

レ

恥

悩

ま
つ
り
も
会
場
が
移
転
に
な
る
こ
と

一

3
a閉
剛
司

amu-司
J
u--
か
り
、
新
た
な
企
図
で
盛
り
上
げ
た

一

E
4
a
't
IιBE--ぃ

。
し
と
次
々
と
抱
負
を
迷
べ

一

張

1

a

・

・

て
い
ま
し
た
。
趣
味
の
平
野
球
と
ゴ

一

宿

ERa---・

ル
フ
で
体
力
を
旋
門
頑
mm
り
た
い
M

J

a--と
最
後
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

…

i
i
E
t
i
l
i
a
-
-
i
j
i
j
i
i
f
?
f
i
-
-
E
i
f
-
-
i
 

11 11 11 H 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

11 

保
護
者

(
三
富
雄
)

(義

市

)

(久

雄

)

(勝

美

)

(泰

明

)

(久

吋

)

(尤

一)

(

消

)

(秋

男

)

(俊

二

(

誠

)

(
安
夫
)

(公

郎
)

(

淑

)

(英

敏

)

(

強

)

(

重

ご

(防

こ

(博

光

)

(
阿
見
)

(多
喜
子
)

(勝

博

)

(
幹
郎
)

(親

吾

)

(英

俊

)

(

栄

)

(

仁

)

(

晃

)

(
定
幸
)

(孝

之

)

(照

男

)

(
一
哲
)

(和

夫

)

(克

彦

)

(
昌
孝
)

(
孝
志
)

(義

則

)

学
校
名

と1町庄問 j串今中村仁山中日伊小干 i，lJ松川今新石藤西宮H古白ヒ 有 長 黒 ー 谷 佐 伊 杉 小 高
谷々 氏

自~i 河司本日l 野村上木口出 I'f 藤池葉谷永合野居塚 jj村 111川岩虫 111川沢入崎木藤本四回

11 11 

11 

11 

!;:. 11 

11 11 

11 

11 

11 

M 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

H 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

H 

11 

11 

11 

男 11

11 11 

11 

11 

11 

11 11 

男 H 女 H

11 11 11 

11 

11 

11 女 11

11 11 11 

11 

11 

男 H

11 11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

イ
パ
!
の
人
に
手
わ
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
第
一
走
者
が

走
り
始
め
ま
し
た
。
あ
と
か
ら
走
る

人
は
.
車
に
乗

っ
て
所
々
で
止
ま

っ

て
仲
間
に
戸
え
ん
を
お
く
り
ま
し
た
.

私
は
、
ま
だ
ま
だ
走
ら
な
く
て
い

い
な
あ
と
思

っ
て

い
た

の
で
す
が
、

み
ん
な
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
走

っ

た
の
で
、
私
的
順
番
が
早
く
感
じ
ま

し
た
。

私
的
順
帯
に
な

っ
て
、
私
は
す
ご

く
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
私
は
走

っ
て
見
て
、
す
ぐ
若
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

私
は
、
今
回
の
駅
伝
を
み
ん
な
で

走
っ
て
み
て
、
「
交
通
安
全
の
大
事

さ
」
に
つ
い
て

感
心
が
大
き
く
な

り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
絵
「
川
下
り
」
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郵
便
投
票
証
明
書

の
お
持
ち
の
方
へ

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

る
郵
便
投
票
詞
明
性
を
お
持
ち
の
方

は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
有
効
期

間
が
交
付
の
日
か
ら
四
箇
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
有
効
期
聞
が
満

7

(
予
定
)
す
る
郵
便
投
票
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
で
、
引
続
き
郵
便
に
よ

る
投
票
を
ご
希
望
の
方
、
ま
た
は
新

規
に
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町

選
挙
管
理
委
貝
会
へ
新
規
の
証
明
訟

の
交
付
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
新
規
ま
た
は
再

交
付
で
証
明
舎
の
交
付
を
必
要
と
さ

横診を受けて明るい健康づくり

2月みんな
(町民福祉課衛生係・国保係)

‘ある日のあ屯:たや写真さLあげます

れ
る
方
は
、
早
的
に
手
続
き
を
さ
れ

る
よ
一
つ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
不
明

な
点
、
詳
細
は
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
今
金
町
選
挙
管
理
委
貝
会
v

〕日1
 

〔

社会福祉協議会だより 3.1.9 
*光由里学園、 豊寿圏、 社会福祉協融会への多

轄のご寄附ありがとうございま した。 (徴称略)

〈札幌市〉 ニコニコ食堂 多 田 正 夫
、lヤj キ. 江 つ " 八 小 野品 カ オ ル

横 LLJ fi' 東ハイヤー 種 111老 人 7ラブ

く函館市〉 111 崎 商 会 ml H事 !~哩 彦

佐 政 yj 治 磁 111 商 広 組}l1郵便);;j長

長谷川 t亨 沢 '\ !.~ I，!i 光の 1旦学 l掴
〈苫小牧市〉 日野ストア 今 金 国I
?::; b世主 が{ 古 国 保 病院 ~n要絹 同 今金町社会福祉也議会

〈小崎市〉 l昆 十字 子小 池 H'( 徳

子 自 敬 策 西 111 間 百回1川体育慌興会

!.:; 白首 手 つよら olJ[子山 今 金 焔 人 会 ;

〈妹背牛町〉 守主うイオンズ 7ラプ 今金町悩人団体遺給協議会

Z集 111 f夏 i工 111 )1' '1' 剛今<tslT日功、準仕向

〈森町〉 小池菓子的 輔 川 偏 人 会

金 !t ~~~ 錫 戸 ツナヲ '1' ~Il 老人クラブ
〈奥尻町〉 1m 藤 組自 前今 附: 夫

宇f 初 AゴE 平ヲ J十 手11 之 ~!'{- i果 食 d主品L 

本 !日l 傘多 子 :.1.¥ 沢 商 会今金オ ー ト欄

〈乙部町〉 内 藤 精 肉 広 今 金 日 石 附

f岳 金 四 郎 小凶豆町山 今金町 役喝聡只組合

〈厚沢部町〉 自の.'1¥昼間広 大倉啓太 郎

佐 藤 伝 子 代 小 }l1 建 設南町子供会

オじ ぷU 武 t緯 外的鮮魚応 下 }l1 開 吐二

〈熊石町〉 外 m 鮮魚広 間 相t 応

森 竹 ス ヨ氷 盟 商 li!; I i皮 部 商 出

連 Kセ 4~ 作八重修 明 笑

〈大成町〉 今金町婦人会

山 エ今金郵便局

ト" 格 歌 子 日赤務{土問

〈瀬棚町〉 人 村 l¥'; 

制 }l1 -1:' 一 早 坂 悦 次 郎

〈北桧山町〉 小川邦市両 J占
北絵山小学校 今金町農協同組合

〈今金町〉 Aコープいまか幻自

111 商 広 λ 東老人クラブ

道鋭今金支出 j¥ 千 よ
スナ γ ク瀞 純 喫 茶 7 ラワー

八束老人クラブ テ オ小笠原今金広

滝沢米殺応 jf 村 陶 底

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
も
れ
な
く
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

〈
町
民
視
制
課
年
金
係
v

確
定
申
告
の
相
談

日
程
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
、
税
務
者
の
職
員
が

試
釘
方
法
や
申
告
書
の
書
き
方
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ロU一言

一
、
日
時
二
月
十
八
日
仰
1
同

二
十
日
附
ま
で
の
三
日
間
。
午
前

十
時
i
十
二
時
、
午
後
一
時
1
四

時
ま
で

二
、
場
所
役
場
二
階
中
会
議
室

一二
、
申
告
相
談
の
際
に
お
持
ち
い
た

項 目 対 象 者 実施日 時 !閏 実施会場 備 号

① 車しん(I!L か)予防接種 生 後 18- 36ヶ月児
1日ω

午前中内診療時間
包囲 ・岩間医院

l目接種目曜、祖 Eは体語-20m相 国保荊院
ヨをイ寸u<'rfUJ

② 乳ガン検診 満 30歳以上の婦人 4日開 9 00- 9 30 老人福祉センター 医 師による触診
12 00-12 30 

③ 婦人科検診 11 
4 日間 受付時間

11 細胞診検査ー 7日叫4 9 : 00- 9 30 

④ 間ガン検診 満 35歳以上の男女 11 
受付時間

11 腹部 X 線撮影7 : 00-8 : 00 

⑤ 妊婦相 百長 妊 婦 グ〉 方 12日閃
受付時間

町民センター
尿検査、血液検査、助

12 : 45 -13 : 15 産姉指導、曲科指導

⑥ 芋L 児相 談 生後 6，9 ヶ月児 14日附
受付時間

11 身体計測、保健指導
13: 00-13: 30 

⑦ 般相 E車 全 住 民 18日間 10: 00-15: 00 老人福祉センター 保健指導・健康相談

11 11 25日明) 11 町民センタ 11 

⑧ 無E地E巡回診療 11 19日ω'El:付時間 11 診療科目、耳鼻科
14 : 30-15 : 00 

⑨ 
軍師労務者検陸 1月 31自の検訟の結

20日制
受付時間

11 
尿検査、血植検査、心

(一次) 品、再検査が必袈な方 9 ; 00-10 : 00 電図、眼 底 検 査

⑬ 育 児講座 生 後 3 ヶ月児 21日附
受付時間

11 身体計測、保健指導
9 ‘ 30-10: 00 

⑪ 手L 児健 診 生 後4、7、10、12ヶ月児 11 受付2時31121 11 
医師詰姫、曲科指導、

12: 30-13: 00 身体計測、保健指導

⑫ 股 脱健 =ロー町/会
生植 2ヶ月と 25日以上

25日明) 13: 00-14 : 00 今金保健所 股関節 X線撮影
の幼児

平
成
三
年
四
月
か
ら
学
生
も

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所

の
あ
る
二
十
歳
か
ら
五
十
九
段
ま
で

の
方
が
加
入
す
る
年
金
制
度
で
す
。

民
業
、
商
業
な
ど
自
JH
業
の
方
は
、

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
加
入
内
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
大
学
生
や
専
修
学
校
生
内

方
な
ど
は
、
現
在
本
人
の
希
望
に
よ

り
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
大
半
は
未
加
入
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
未
加
入
の
方
が
、
在
学
中
に

障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
障
害

基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
二
十
歳
以
降
に
未
加
入
期
間
が

あ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
期
間
が
四

十
年
に
は
な
ら
ず
、
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

平
成
三
年
四
月
か
ら
二
十
歳
以
上
の

学
生
も
全
貝
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
後
、
不
服
の
事
般
に
備
え
て
、• • 

だ
く
も
の

付
事
業
所
得
の
計
算
又
は
収
入

(
先
上
げ
)
金
額
、
必
要
経
費

(
仕
入
れ
そ
の
他
の
経
費
)
の
わ

か
る
も
の

口
源
泉
微
収
禁

回
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
の

支
払
い
証
明
書

側
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の

支
払
額
の
わ
か
る
書
類

国
そ
の
他
各
種
技
除
に
必
要
な
書

類的
印

鑑

〈
八
雲
税
務
招
〉

一
一
月
二
十
八
日
か
ら
美
利
河

ダ
ム
に
貯
水
は
じ
ま
る

二
月
二
十
八
日
午
前
十
一
時
頃
よ

• • 
り
、
美
利
河
ダ
ム
に
水
を
貯
め
は

じ
め
ま
す
。

貯
水
池
の
中
に
は
立
ち
入
ら
な
い

で
下
さ
い
。
ダ
ム
か
ら
水
を
流
し

始
め
る
時
に
は
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
川
辺
で
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
人
は
注
意
し
て
下
さ

、
。

lv 
な
お
、
詳
し
く
は
、
英
利
河
ダ
ム

建
設
事
業
所
岱
二

O
七
九
九
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

〈
英
利
河
ダ
ム
建
設
事
業
所
〉

地

国
勢
調
査
人
口
、
本
町
は
七
、
七
一

O
人

国
勢
調
査
の
概
数
(
速
報
他
)
が

十
二
月
十

一
日
、
道
か
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
本
町
の
人
口
は
、

七
千
七
百
十
人
で
前
回
調
査
(
六
十

年
)
よ
り
、
七
百
二
十

一
人
の
減
で

八

・
六
ド
れ
の
減
少
率
に
な
り
ま
し
た
。

男
女
別
の
内
訳
は
、
男
=
一
千
七
百

十
八
人
、
女
三
千
九
百
九
十
二
人
で

す。
な
お
、
こ
の
数
値
は
道
が
集
計
し

た
概
数
で
あ
り
、
後
目
、
総
務
庁
統

計
局
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

落
雪
に
よ
る

事
故
防
止
に
つ
い
て

例
年
こ
の
時
期
に
は
、
屋
根
な
ど

か
ら
の
落
氷
雪
に
よ
る
事
故
が
多
く

な
り
ま
す
。

過
去
三
年
間
で
九
人
の
方
が
亡
く

な
り
、

=
一十
六
人
が
け
が
を
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
主
な
原
因
は
、
気
象
め

変
化
で
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、
屋
根
な
ど
に
積

も
っ
た
雪
が
湿
気
を
帯
び
て
氷
と
な

り
落
下
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
落
氷
雪
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

①
屋
根
な
ど
に
積
も
っ
た
雪
は
早
め

に
お
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
供
の
遊
び
場
に
注
意
し
ま
し
ょ

、っ。
幼
い
子
を
危
険
な
軒
下
で
絶
対
に

遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

、「
''o

③
雪
お
ろ
し
は
、
隣
近
所
が
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
屋
根
な
ど
か
ら
の
転
落
に
注
意
し

ま
し
ょ
、
っ
。

〈
北
桧
山
警
察
署
〉

一寓札のつかみどり

〕1
 

1
 

〔



第8固雪まつり
2月の体目当番医

みんなの力で成功させま
しょう。

今金町国保病院(今金)ft②0221

病 院(北桧山)ft④5011

崎病院(瀬棚)雪⑦3021

医院(今金)ft②0324

北桧山町国保病院(北絵山)ft④5321

平

格

宮

3日

10日

11日

.，';t=l臼園1!Uti'酎骨冊目... ー
回17日

24日

。go~。φ住民の副館 令令。g。

12月末現在

前月対比

(+ 1) 
(+ 4) 

(-3) 

(一一1) 

7，871人

3，806人
4，065人
2，489世帯

人口

見

立
世帯数

O 

進

町

(実さん 3女)金原旭

悶おたんじようぴおめでとう

さと L

悟~".. ..l2月6日(貞ーさん2男)日

謹自主九12月13日

1在¥ 12月27日(巌さん長男)トマンケン

結舎、12月29日

盤¥1月7日

(守さん 3男)緑

山本

伊藤

中里

岸本

町(陸さん長男)緑秋元

主曽駒田1眠つりき守男酔l主情舎金町田光協会
開聞・・・・・・・ど竺盟主主."忠告

圏おくやみもうしあげます

今
金
婦
人
会
新
年
総
会

一
月
二
十
目
、
今
金
婦
人
会
新
年

総
会
を
開
催
し
、
行
事
計
画
と
本
年

の
活
置
を
普
い
合

っ
て
い
ま
し
た
。

鈴岡第一

南栄町

八束商学

金原中央

八 幡 町

町

大和町

本

85歳

70歳

80歳

88歳

59歳

64歳

93歳

12月24日

12月30日

12月31日

1月4日

1月8日

1月10日

l月16日

山本清太郎九

山崎登一郎さん

柄、..，
門ん

頼子さん

9>1さん

大谷チュウさん

諾戸興三松九

佐々木

富田

杉村

発
行
/
北
海
道
会
金
町
役
場
制
②
0
1
ai
d-
番

f
L
 

〕2
 

1
 

〔

一
月
十
九
日
に
.冬
は
録
的
季
節
・
を

テ
l
マに
歩
〈
ス
キ
l
揖
習
会
開
憎

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

編
一集
一後
一記

V
今
月
は
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
町

民
的
問
に
す

っ
か
り
定
融
制
し
た
第
八

回
雪
ま
つ
り
が
、
会
場
を
旧
明
治
跡

地
に
移
し
開
他
さ
れ
ま
す
。
家
峡
揃

っ
て
北
圏
内
冬
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
.

V
町
民
の
み
な
さ
ん
、
も
う
ク
ア
プ

ラ
ザ
ピ
リ
カ
を
ご
利
用
に
な
り
ま
し

た
か
。
休
日
は
大
変
な
盛
況
で
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
休
憩
所
が
狭
小
の
た
め
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
た
の
で
は
。

除
々
に
施
設
を
整
え
、
行
き
届
い
た

サ
ー
ビ
ス
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
V
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の
写
真

を
撮
り
に
い
き
ま
し
た
ら
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
こ
れ
を
箔
せ
て
写
真
を
搬

っ
て
も
ら

い
な
さ
い
と
、
裾
に
フ
リ

ル
向
付
い
た
か
わ
い
い
服
を
買
っ
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
と

っ
て
初
孫
は
、
こ
と
の
ほ
か
か

わ
い
い
よ
う
で
す
ね
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


